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疾患を伴う人、腹部疾患の既往のある人を除外基準とした。データの収集は、2 0 1 5年 8 月〜2016 
年 1 2 月の期間に行った。測定は防音個室で実施した。騒音レベル4 0 d B ± 4 d B 、室温 26°Cに 
.調整した。足浴は、39°C〜40°Cの湯に外踝上20cmまでを浸潰し15分間行った。腸音、心拍数、 
心拍変動、皮膚也流 i •の測定は、足浴前、足浴中、足浴後 1 5分、足浴後 3 0分の各々の時間帯 
に 5 分間の測定を行った。唾液 a アミラーゼ活性の測定および質問紙の記入は足浴前と足浴後 
におこなった。各測定項目の分析は、腸音、心拍数、心拍変動、皮膚血流登では、上記の5 分 
間の測定データを平均したものを各時間帯のデータとした。足浴前のデータを基準値として、 
各測定値との差をWilcoxonの符号付順位検定にて検討した。唾 液 a アミラーゼ活性値、質問 
紙のデ'-夕は足浴前、足浴後の測定値の差をWilcoxonの符号付順位検定を用い検討した。 .デ 




















(備考） 1 .研究の目的•方法■結果•考察•総括の順に記載すること。 （1, 200字程度) 
2 . ※印の欄には記入しないこと。
